
























DMU。の入力値、 Yio(j = 1,. . , s）は出力値でありデータとして与える
ものである。（叫）， (uj）は各入出力項目に対する重みであるが、それらを
全DMUについて一通りに決めるのではなくーそうするとある DMUに
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あるが、 DEAはそれを Oから 1（最も優れたもの）までの間の数値に投
影することに成功している。しかも、その数値は根拠が明確であり、計算
の手間も比較的少ない。




































(COLS）、確率的フロンティア分析（ Stochastic Frontier Analysis: SFA) 
が用いられることがある。 これらの手法は、全データに唯一の式を最小
2乗原理であてはめたり（ OLS）、それを平行移動させてフロンティア
分析を行ったり（ COLS ) ([8］）、各DMUlこデータ誤差と非効率性を想








































p = {(:v, y)J:v三X入，y三Y入，L三乞λj~ u，入三 O}
ここに、 L ~ 1 ~ U であり、 L= 0, U = ooのとき CCRモデル、





名、売り場面積 20 0平方メートルで 1億円の売り上げがあり、別の店
が従業員 20名、売り場面積 30 0平方メートルで 1億円の売り上げが
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